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2020年に立ち入り調査した
事業場の労働基準関係法令違反� （単位：事業場）

監督
実施数 違反数 主な違反事項

労働時間 割増賃金 休日

トラック 2,780 2,263
（81.4％）

1,320
（47.5％）

519
（22.3％）

107
（3.8％）

バス 208 144
（69.2％）

65
（31.3％）

37
（17.8％）

2
（1.0％）

ハイヤー
タクシー 288 251

（87.2％）
108

（37.4％）
82

（28.4％）
7

（2.4％）

その他 378 299
（79.1％）

170
（45.0％）

98
（25.9％）

7
（1.9％）

合計 3,654 2,957
（80.9％）

1,663
（45.5％）

836
（22.9％）

123
（3.4％）

　
特
積
み
企
業
と
し
て
は
、

輸
送
効
率
を
上
げ
る
た
め
に

Ｅ
Ｄ
Ｉ
（
電
子
デ
ー
タ
交
換
）

導
入
を
進
め
た
い
と
こ
ろ
だ

が
、
前
提
と
し
て
互
い
に
メ

リ
ッ
ト
を
享
受
し
合
う
関
係

を
構
築
で
き
て
い
る
こ
と
が

必
要
だ
。

　
例
え
ば
日
々
取
引
が
あ
る

荷
主
に
対
し
、
ロ
ッ
ト
は
10

個
単
位
よ
り
20
個
単
位
、
荷

姿
は
こ
う
し
た
方
が
積
載
率

が
向
上
す
る
、
納
品
は
午
前

９
時
指
定
だ
が
バ
ー
ス
は
い

っ
ぱ
い
で
荷
待
ち
が
常
態
化

し
て
い
る
と
い
っ
た
情
報
を

発
荷
主
・
着
荷
主
両
方
に
提

供
し
、
よ
り
楽
に
運
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
ひ

い
て
は
よ
り
安
く
、
よ
り
効

率
的
に
運
べ
る
と
い
っ
た
、

能
動
的
な
改
善
提
案
を
常
日

頃
か
ら
継
続
し
て
ほ
し
い
。

　
近
年
、
大
手
Ｅ
Ｃ
や
総
合

商
社
が
物
流
領
域
を
強
化
す

る
中
で
、
情
報
活
用
が
不
十

分
と
の
課
題
認
識
が
浮
上
。

各
社
が
共
通
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
構
築

に
取
り
組
み
始
め
た
。
物
流

企
業
を
含
め
、
多
数
の
企
業

が
覇
権
を
争
い
シ
ス
テ
ム
が

乱
立
す
る
と
、
情
報
を
扱
う

際
の
中
立
性
確
保
や
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
（
書
式
）
統
一
、
開

発
・
運
用
費
負
担
と
い
っ
た

問
題
が
ネ
ッ
ク
に
な
る
。

誰
も
が
使
え
る

基
盤
の
構
築
を

　
物
流
情
報
基
盤
は
日
本
の

イ
ン
フ
ラ
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
荷
待
ち
時
間
解

消
と
同
様
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
に
つ
い

て
も
国
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で

大
号
令
を
打
ち
出
し
、
強
力

に
推
進
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
。
発
足
間
も
な
い
デ
ジ
タ

ル
庁
と
の
コ
ラ
ボ
も
話
題
性

を
含
め
興
味
深
い
。
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
、
安
定
性
、
中
立

性
を
担
保
し
た
上
で
、
Ｉ
Ｔ

国の大号令にも期待
イー・ビー・ソリューションズ

岡　卓也 マネージング・コンサルタント

有
識
者
は
こ
う

る
見

技
術
を
駆
使
し
て
こ
れ
ま
で

の
課
題
を
解
消
し
、
誰
も
が

利
用
で
き
る
基
盤
を
ぜ
ひ
構

築
し
て
ほ
し
い
。

　
デ
ー
タ
蓄
積
が
進
む
こ
と

で
、
よ
り
高
精
度
な
物
流
計

画
が
可
能
と
な
り
、
シ
ス
テ

ム
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
は
さ
ら

に
拡
大
し
得
る
。

　
人
手
不
足
を
背
景
と
し
た

物
流
危
機
が
国
全
体
の
問
題

と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
推

進
運
動
や
最
新
の
総
合
物
流

施
策
大
綱
に
は
発
荷
主
か
ら

の
入
出
荷
情
報
の
事
前
提

供
、
ソ
フ
ト
面
・
ハ
ー
ド
面

の
標
準
化
と
い
っ
た
項
目
が

盛
り
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
大

綱
で
は
初
め
て
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重

要
業
績
評
価
指
標
）
が
導
入

さ
れ
、
官
民
物
流
標
準
化
懇

談
会
も
発
足
し
、
標
準
化
に

向
け
た
意
気
込
み
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
商
慣
習
の
見

直
し
に
乗
り
遅
れ
が
ち
な
物

流
の
変
革
が
期
待
で
き
る
。

繰
り
返
す
が
、
物
流
企
業
の

側
で
は
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し

合
え
る
よ
う
な
不
断
の
改
善

努
力
が
重
要
な
こ
と
は
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

�

（
文
責
・
矢
田
　
健
一
郎
）

Ｅ
Ｄ
Ｉ
導
入

　日新（本社・横浜市、筒井雅洋社長）は、顧客との接点多様化に
デジタルを活用する。急速な勢いで変化する国際物流に合わせ、従
来の訪問営業に加え、ウェブ上での接点も用意し、強みの顧客視点
の一貫営業につなげる。そのためにも、既存のビジネスモデルを見
直し新たなモデル構築につなげ、競争優位性を確保しつつ情報発信
を強化して、日新のファンを増やしていく。� （佐藤　周）

　
日
新
で
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

を
担
当
す
る
物
流
Ｄ
Ｘ
推
進
室

は
、
２
年
前
に
物
流
商
品
開
発

室
と
し
て
発
足
。
４
月
に
改
称

し
、
営
業
関
連
に
特
化
し
た
Ｄ

Ｘ
を
担
う
部
署
と
し
て
再
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
活
用

な
ど
４
視
点
軸
に

　
現
在
、
物
流
Ｄ
Ｘ
推
進
室
が

進
め
て
い
る
の
が
、
①
フ
ォ
ワ

ー
デ
ィ
ン
グ
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
目
指
す
「
フ
ォ
ワ
ー
ド
ワ

ン
」
の
進
化
②
貿
易
業
務
全
体

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る

「
ト
レ
ー
ド
ワ
ル
ツ
」
と
の
連

携
③
物
流
容
器
の
開
発
・
管
理

・
運
用
を
行
う
「
ハ
コ
ラ
ボ
」

④
国
土
交
通
省
が
推
進
す
る
港

湾
物
流
業
務
の
電
子
化
の
取
り

組
み
「
サ
イ
バ
ー
ポ
ー
ト
」
へ

の
積
極
的
な
参
加

―
の
４
点

だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を

関
連
付
け
な
が
ら
、
国
際
物
流

全
体
の
合
理
化
・
効
率
化
を
図

る
。

　
フ
ォ
ワ
ー
ド
ワ
ン
は
、
専
用

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、

国
際
物
流
の
各
段
階
を
可
視
化

す
る
取
り
組
み
。
こ
れ
ま
で

は
、
対
面
や
電
話
で
の
や
り
と

り
が
中
心
だ
っ
た
業
務
を
、
デ

ジ
タ
ル
で
も
で
き
る
よ
う
に
す

る
。「
30
代
以
下
の
デ
ジ
タ
ル

ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
は
、
ま
ず
デ

ジ
タ
ル
上
で
の
接
点
や
運
用
を

求
め
る
。
こ
の
よ
う

な
若
い
世
代
に
訴
求

し
て
い
き
た
い
」（
田

原
雄
介
物
流
Ｄ
Ｘ
推

進
室
長
）。

　
ト
レ
ー
ド
ワ
ル
ツ

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ

や
商
社
な
ど
が
中
心

と
な
り
設
立
し
た
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
。
荷

主
向
け
に
貿
易
書
類

の
電
子
化
サ
ー
ビ
ス

を
中
心
に
開
始
し
た

が
、
多
く
の
利
用
者

は
ト
レ
ー
ド
ワ
ル
ツ

に
物
流
機
能
も
求
め

て
い
た
。
日
新
で
も

「
貿
易
全
体
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
貢
献
す
る

こ
と
で
、
新
た
な
顧

客
と
の
接
点
や
既
存
顧
客
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
と

判
断
し
出
資
に
つ
な
が
っ
た
」

（
同
）。
今
後
は
、
物
流
に
関
す

る
知
見
を
提
供
し
て
い
く
と
と

も
に
、
既
存
顧
客
へ
の
利
用
促

進
な
ど
で
協
力
し
て
い
く
。

　
一
方
の
ハ
コ
ラ
ボ
は
、
実
務

者
な
ら
で
は
の
視
点
だ
。
物
流

で
、
容
器
が
果
た
す
役
割
に
着

目
。
管
理
・
運
用
を
通
じ
て
、

容
器
の
偏
在
や
滞
留
と
い
っ
た

物
流
課
題
の
解
決
を
図
る
。
ま

た
、
新
た
な
容
器
の
開
発
や
提

案
を
通
じ
て
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
物
流
を
構
築
す
る
。

今
後
、
継
続
的
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
た
い
考
え
だ
。

実
務
持
つ
こ
と

が
今
後
の
強
み

　
田
原
室
長
は
、
現
状
の
国
際

物
流
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
「
入
り

口
だ
け
デ
ジ
タ
ル
と
い
っ
て

も
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
は
個
別

の
電
話
や
手
作
業
な
ど
が
残
っ

て
い
る
状
態
」
と
指
摘
。
今
後

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
作
業
も
含
め
て

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ば
、
仲
介

業
務
が
減
少
し
、「
物
流
の
ア
セ

ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
よ

り
重
要
に
な
っ
て
く
る
」。

　
そ
こ
で
現
場
で
多
く
の
負
荷

と
な
っ
て
い
る
手
配
や
事
務
作

業
を
自
社
シ
ス
テ
ム
や
、
国
交

省
の
サ
イ
バ
ー
ポ
ー
ト
を
活
用

し
て
効
率
化
し
、
顧
客
へ
の
継

続
支
援
な
ど
、
よ
り
人
材
が
生

か
せ
る
業
務
に
注
力
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
る
。
Ｄ
Ｘ
推

進
室
の
中
川
穣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
は
「
従
来
の
個
々
の

営
業
担
当
に
依
存
す
る
手
法
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
新
た
な
顧
客
接

点
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用

し
た
い
」
と
す
る
。

　
国
際
物
流
に
影
響
力
を
持
つ

荷
主
と
し
て
、
製
造
業
で
な
く

ア
マ
ゾ
ン
や
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
と

い
っ
た
新
し
い
プ
レ
ー
ヤ
ー
が

現
れ
る
中
で
、「
業
界
や
社
内
の

慣
習
に
と
ら
わ
れ
ず
、
企
業
理

念
の
〝
日
々
新
た
に
〟
の
精
神

で
進
め
て
い
き
た
い
」（
中
川
リ

ー
ダ
ー
）。

　
田
原
室
長
は
「
Ｄ
Ｘ
を
通
じ

て
、
情
報
の
即
時
性
や
可
視
化

と
い
っ
た
部
分
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
多
様
に
な
っ
て
く
る
」、

中
川
リ
ー
ダ
ー
は
「
情
報
収
集

の
在
り
方
と
速
度
が
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
提
供

と
共
に
、
発
信
方
法
に
つ
い
て

も
柔
軟
に
検
討
し
、
当
社
の
フ

ァ
ン
を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
き

た
い
」
と
す
る
。

多
様
な
接
点
で
フ
ァ
ン
拡
大

�

変
化
先
取
り
し
優
位
に

物流

新潮流を探る

CASE 10 日新

物流ＤＸ推進室の進める４つの施策

「
荷
主
も
物
流
の
重
要
性
を
理
解
し
て

い
る
」
と
話
す
小
瀬
局
長

れ
ば
な
ら
な
い

と
し
た
。

　
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
賃

金
水
準
改
善
、

働
き
方
改
革
の

原
資
と
な
る
標

準
的
な
運
賃
に

　
関
東
運
輸
局
の
小
瀬
達
之

局
長
は
21
日
の
就
任
会
見

で
、
交
通
運
輸
、
物
流
行
政

の
抱
負
を
語
っ
た
。
物
流
分

野
で
注
力
す
る
施
策
の
一
つ

に
は
労
働
力
不
足
の
解
消
を

挙
げ
、
取
引
環
境
改
善
や
働

き
方
改
革
な
ど
を
進
め
る
考

え
を
示
し
た
。

　
１
９
８
８
年
の
入
省
以

来
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
輸
分
野

を
歴
任
。
２
０
１
３
年
の
国

際
物
流
課
長
時
代
に
は
日
本

の
物
流
シ
ス
テ
ム
の
海
外
展

開
を
推
進
し
た
。
16
年
か
ら

経
済
産
業
省
の
大
臣
官
房
審

議
官
を
務
め
、
荷
主
の
物
流

施
策
に
も
携
わ
っ
た
。

　
業
界
の
現
状
に
つ
い
て
は

「（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
が

拡
大
す
る
な
ど
）
新
た
な
生

活
様
式
が
定
着
す
る
中
、
物

流
の
果
た
す
重
要
性
が
増
し

て
い
る
。
一
方
で
、
担
い
手

不
足
が
顕
在
化
し
て
い
る
こ

と
が
問
題
」
と
指
摘
。
解
決

に
は
、
若
い
世
代
を
中
心
に

定
着
率
を
上
げ
る
魅
力
的
な

労
働
環
境
整
備
と
、
物
流
の

生
産
性
向
上
を
推
進
し
な
け

関
し
て
は
「
荷
主
と
の
交
渉

で
根
拠
に
な
る
。
自
社
の
経

営
分
析
を
行
い
な
が
ら
、
粘

り
強
く
進
め
な
け
れ
ば
先
に

進
め
な
い
」
と
し
、
運
輸
局

と
し
て
も
ト
ラ
ッ
ク
協
会
非

会
員
企
業
へ
の
周
知
を
検
討

し
、
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ

る
と
し
た
。

　
安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
４
月
に
始
動
し
た

事
業
用
自
動
車
総
合
安
全
プ

ラ
ン
２
０
２
５
の
施
策
を
展

開
す
る
と
同
時
に
、
重
大
で

悪
質
な
違
反
の
疑
い
が
あ
る

企
業
は
監
査
し
、
厳
正
に
処

分
す
る
考
え
を
示
し
た
。

�

（
小
林
　
孝
博
）

小
瀬　

達
之
関
東
運
輸
局
長

魅
力
あ
る
労
働
環
境
に

�

取
引
適
正
化
な
ど
通
じ

　
こ
せ
・
た
つ
ゆ
き
＝
１
９

６
３
年
６
月
28
日
生
ま
れ
、

58
歳
。東
京
都
出
身
。88
年
東

大
法
卒
、運
輸
省（
現
・
国
土

交
通
省
）入
省
、２
０
１
６
年

経
済
産
業
省
大
臣
官
房
審
議

官
商
務
流
通
・
国
際
博
覧
会

担
当
、
18
年
国
交
省
大
臣
官

房
政
策
評
価
審
議
官
兼
秘
書

室
長
、
20
年
鉄
道
建
設
・
運

輸
施
設
整
備
支
援
機
構
理
事

長
代
理
な
ど
を
経
て
、
21
年

９
月
１
日
関
東
運
輸
局
長
。

ト
ラ
ッ
ク
労
基
法
違
反

８
割
超
の
水
準
続
く

半
分
で
労
働
時
間
超
過

　
厚
生
労
働
省
が
昨
年
に
立

ち
入
り
調
査
し
た
ト
ラ
ッ
ク

企
業
の
う
ち
、
８
割
以
上
で

労
働
基
準
法
関
連
の
違
反
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
改

善
基
準
告
示
違
反
も
５
割
以

上
の
企
業
で
見
つ
か
り
、
他

の
事
業
用
自
動
車
よ
り
高
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
法
令
違
反
の
疑
い
が
あ
る

と
し
て
、
昨
年
全
国
の
労
働

基
準
監
督
機
関
が
立
ち
入
り

を
行
っ
た
の
は
２
７
８
０
事

業
場
。
こ
の
う
ち
、
81
・
４

％
に
当
た
る
２
２
６
３
事
業

場
で
労
基
法
関
連
違
反
が
見

つ
か
っ
た
。
最
も
多
か
っ
た

の
は
労
働
時
間
超
過
で
47
・

５
％
。
割
増
賃
金
の
未
払
い

は
22
・
３
％
だ
っ
た
。
労
基

法
で
定
め
る
休
日
違
反
も
３

・
８
％
あ
っ
た
。

　
改
善
基
準
告
示
は
調
査
し

た
ト
ラ
ッ
ク
企
業
の
56
・
２

％（
１
５
６

３
事
業
場
）

が
違
反
し
て

い
た
。
１
日

当
た
り
原
則

13
時
間
と
定

め
る
最
大
拘

束
時
間
違
反

が
41
・
２
％

で
最
多
。
総

拘
束
時
間
が

30
・
８
％
、

休
息
期
間
が

30
・
３
％
、

連
続
運
転
時

間
が
29
・
９
％
だ
っ
た
。
い

ず
れ
も
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
よ

り
違
反
率
が
高
く
、
課
題
が

改
め
て
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
。

悪
質
で
書
類
送

検
に
な
る
例
も

　
厚
労
省
は
２
０
０
４
年
以

降
、
監
督
指
導
を
行
っ
て
も

改
善
せ
ず
、
悪
質
な
労
基
法

違
反
を
犯
す
運
送
企
業
の
対

策
を
強
化
し
て
い
る
。
国
土

交
通
省
と
の
相
互
通
報
制
度

や
合
同
監
査
も
進
め
、
昨
年

は
重
大
で
悪
質
な
労
基
法
関

連
違
反
が
認
め
ら
れ
た
と
し

て
、
ト
ラ
ッ
ク
で
は
46
件
を

書
類
送
検
し
た
。

　
送
検
さ
れ
た
企
業
の
事
例

を
見
る
と
、
運
行
中
に
意
識

障
害
を
来
し
衝
突
死
亡
事
故

を
起
こ
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の

勤
務
状
況
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
36
協
定
で
定
め
る
１
日

の
残
業
時
間
を
超
え
て
働
か

せ
て
い
た
。
別
の
企
業
は
、

死
亡
事
故
に
よ
る
労
災
請
求

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
勤
務
状

況
を
確
認
し
た
結
果
、
１
カ

月
当
た
り
約
１
３
０
時
間
の

違
法
残
業
を
さ
せ
て
い
た
こ

と
が
発
覚
。
36
協
定
も
、
労

働
者
の
過
半
数
代
表
者
が
使

用
者
の
意
向
を
基
に
選
ば

れ
、
無
効
な
も
の
だ
っ
た
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境

改
善
が
課
題
と
な
る
中
、
厚

労
省
は
労
基
法
関
連
の
対
策

を
強
め
て
お
り
、
特
に
悪
質

な
違
反
に
つ
い
て
は
厳
し
く

対
応
し
て
い
く
方
針
だ
。

�

（
小
林
　
孝
博
）

Ｉ
Ｔ
で
効
率
化
１
割
以
下

�

「
荷
物
情
報
」わ
ず
か
６
％

物流企業
　
物
流
業
務
の
自
動
化
・
ロ

ボ
ッ
ト
化
を
進
め
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
、
荷
物
サ
イ
ズ

な
ど
物
流
情
報
の
管
理
を
Ｉ

Ｔ
を
使
い
効
率
化
で
き
て
い

る
企
業
が
全
体
の
１
割
に
も

満
た
な
い
こ
と
が
、
画
像
解

析
シ
ス
テ
ム
開
発
を
手
掛
け

る
オ
ー
ト
マ
ギ
の
調
査
で
分

か
っ
た
。

　
調
査
で
は
、
物
流
業
界
で

物
流
業
務
、
物
流
管
理
業
務

を
担
当
す
る
20
代
以
上
３
１

５
人
の
回
答
を
得
た
。
勤
務

先
で
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
り
効
率

化
が
進
ん
で
い
る
業
務
を
尋

ね
た
問
い
で
は
、「
配
送
料
金

の
算
出
」
が
10
・
５
％
で
一

番
高
く
、
次
い
で
「
出
荷
指

示
書
や
納
品
書
の
作
成
」
が

７
・
０
％
、「
荷
物
の
検
品
・

仕
分
け
」
が
６
・
７
％
と
続

い
た
。

　
荷
役
自
動
化
や
積
載
率
算

出
の
た
め
の
鍵
と
な
る
「
荷

物
の
サ
イ
ズ
計
測
・
荷
物
情

報
の
収
集
・
管
理
」
に
つ
い

て
は
６
・
３
％
だ
っ
た
。
さ

ら
に
、
荷
物
情
報
や
サ
イ
ズ

情
報
の
収
集
・
管
理
の
効
率

化
を
「
す
ぐ
に
で
も
進
め
た

い
」
と
考
え
る
担
当
者
は
21

・
０
％
、「
い
つ
か
は
進
め
て

い
き
た
い
」
は
59
・
０
％
で

計
80
・
０
％
。
一
方
で
「
こ

れ
以
上
進
め
る
必
要
は
な
い
」

と
の
回
答
も
20
・
０
％
あ
っ

た
。

　
調
査
は
７
月
下
旬
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
た
。�（
船
沢
　
聖
至
）

２
カ
月
連
続
増

加
の
15
件
発
生

�

８
月
・
死
亡
事
故

　
警
察
庁
に
よ
る
と
、
８
月

の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
第
一

当
事
者
と
な
る
交
通
死
亡
事

故
件
数
は
、
前
年
同
月
比
２

件
増
の
15
件
と
２
カ
月
連
続

で
増
加
し
た
。

　
車
種
別
で
は
、
中
型
が
同

３
件
増
の
５
件
と
増
加
。
大

型
、
準
中
型
は
同
横
ば
い
で

そ
れ
ぞ
れ
６
件
、
３
件
。
普

通
は
同
１
件
減
の
１
件
。

　
１
月
か
ら
の
累
計
は
前
年

同
期
比
４
件
減
の
１
２
４
件

と
な
っ
た
。�（
水
谷
　
周
平
）


